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業績予想の修正に関するお知らせ  

 最近の業績動向等を踏まえ、平成２２年４月８日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたの
でお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 544,000 11,600 10,300 1,500 7.59

今回発表予想(B) 550,300 16,400 15,300 3,200 16.20

増減額(B-A) 6,300 4,800 5,000 1,700

増減率(%) 1.2 41.4 48.5 113.3

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年2月期第2四半期）

570,078 9,353 8,296 △2,637 △13.35

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,095,000 24,900 21,900 2,500 12.65

今回発表予想(B) 1,100,000 27,500 24,400 3,200 16.20

増減額(B-A) 5,000 2,600 2,500 700

増減率(%) 0.5 10.4 11.4 28.0

（ご参考）前期実績 
（平成22年2月期）

1,134,427 21,095 19,019 △4,995 △25.28

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 392,400 2,800 3,500 2,000 10.11

今回発表予想(B) 396,500 3,400 4,100 2,100 10.62

増減額(B-A) 4,100 600 600 100

増減率(%) 1.0 21.4 17.1 5.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年2月期第2四半期）

407,579 △1,135 △412 1,667 8.43

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 796,000 9,000 10,000 2,600 13.15

今回発表予想(B) 800,500 9,600 10,600 2,900 14.66

増減額(B-A) 4,500 600 600 300

増減率(%) 0.6 6.7 6.0 11.5

（ご参考）前期実績 
（平成22年2月期）

824,602 4,486 5,164 235 1.19



修正の理由 

（連 結） 
 第２四半期連結累計期間では、営業収益は猛暑効果等により当初予想を上回り6,300百万円増の見込みです。営業収益
増や当初予想よりも経費が削減されることにより、営業利益は4,800百万円増、経常利益は5,000百万円増の見込みです。
また四半期純利益は、経常利益増により1,700百万円の増額となる見込みです。 
 通期では、営業収益は株式会社サークルKサンクスが当初の下期の売上計画を見直したこと等により、5,000百万円増の
見込みです。また営業利益・経常利益については、株式会社サークルKサンクスが当初の下期の利益を減額したことと、株
式会社ＵＣＳが通期の利益額を据置いたこと等により、営業利益は当初予想の2,600百万円増、経常利益は当初予想の2,5
00百万円増となる見込みです。また当期純利益も経常利益増に伴い、当初予想に対し700百万円増となる見込みです。 
 
（個 別） 
 第２四半期累計期間では、営業収益は猛暑効果等により上期の既設店前年比が当初予想の96.0％から1.2%上回り9
7.2％となることで、4,100百万円増の396,500百万円となる見込みです。荒利益率は当初予想の23.9％を0.5％下回り23.4％
（前期対比0.1％改善）となる見込みですが、経費の削減に取組んだ結果、当初予想の経費見込みを1.7％下回ることによ
り、営業利益・経常利益はともに600百万円増、また四半期純利益も100百万円増となる見込みです。 
 下期においても、この夏期以降の売上の好調さが継続するものと予想され、下期の既設店前年比を当初予想の97.0％か
ら97.5%に変更し、また荒利益率は上期同様大幅な改善は厳しいと予想されるため、下期の荒利益率を当初予想の24.1％
から23.8％（前期対比0.2％改善）に変更し、さらなる経費削減に取組みます。 
 これらにより通期の営業収益は当初予想より4,500百万円増の800,500百万円の見込みとなり、荒利益率は当初予想の2
4.0％から23.6％となる見込みです。引き続き経費削減に取組むことで、営業利益・経常利益ともに当初予想の600百万円
増となる見込みです。また当期純利益も経常利益増に伴い、当初予想に対し300百万円増となる見込みです。 
 
 
※上記の予想は、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であります。従いまして、実際の業績は様々な要因によ
り、これらの業績予想とは異なることがありますことをご承知おき下さい。 

以 上


